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 みなさんは、１１９番に通報したことがありますか？ 

 ケガや急病人についての通報や、災害時に通報する時はあせ

って当然です。でも安心してください。消防本部は、必要なこ

とをきちんと聞き出してくれます。落ち着いて電話しましょ

う。 

大阪市消防局では、「ライブ映像１１９」が開始されました。

必要に応じて、スマホで通報者と消防の間で映像のやりとりが

できます。災害状況を映像で送ったり、消防からの手当の指示

を映像でもらったりできるシステムです。 

 

『もしも、家で家族が倒れたら・・・』 

① １１９番 にかける。 

② 「火事ですか？救急ですか？」 

  →『救急です』 

③ 「住所はどこですか？」 

  →『大阪市○○区△△町××です』 

④ 「だれが、どうなりましたか？」 

  →『家族が、頭が痛いといって倒れて、呼んでも目を開け

ず、返事もしないでいびきをかいています』 

⑤ 「あなたの名前と、連絡先を教えてください」 

  →『私は○○です。電話番号は・・・・・・・です』 

１１９番通報することになったら 
  

 

 

 

●ハザードマップの確認 

・国土地理院「ハザードマップポータルサイト」 

・各自治体の HP 

 自分が住んでいる地域にどのような危険があるかわかり、防

災情報なども記載されているので、普段から確認しておきましょ

う。 

●災害情報を入手できるアプリ 

・防災速報アプリ・・・自分が住んでいる地域の自治体が注意

報や警報を出したときに、すばやく伝えてくれます。 災害マッ

プや避難場所も確認できます。「NHK ニュース・防災」 「Yahoo!

防災速報」 など、自分が使いやすいものを入れておきましょう。 

・ラジオアプリ「radiko」など・・・音声なので動画よりもバ

ッテリーの消費量が少なく、災害時の情報収集に最適です。 

●災害時の連絡手段（電話がつながりにくくなる） 

・災害用伝言ダイヤル「１７１」・・・電話がつながりにくいと

きの、声の伝言板です。 

・インターネット・・・ メールや SNS など、家族で何を使う

か、 またインターネットが使えない場合の連絡手段や集合場所

もあらかじめ決めておきましょう。 

文化祭の準備は大詰めを迎えている時期でしょうか？そろそろ「夏休みモード」の生活から抜け出しましょう。まだまだ暑い

ですが、２学期は気候がよく、勉強にもスポーツにもピッタリな時期です。けがや体調に気をつけながら、思う存分がんばって

ください。 

   近ごろ、「湿布ください」と保健室に来る人が減り、かわりに、「ア

イシングしたいので、氷をください」と言う人が増えてきました。け

がの応急手当の方法を知って行動できる人が増えてきました！！ 

 けがをした直後は、湿布よりも「ＲＩＣＥ」を行いましょう。 

今では生活になくてはならなくなったスマ

ホですが、防災にも大活躍します。モバイル

バッテリーの持ち歩きや、充電を忘れずに。 

 


